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『国際プラスチック条約に関する意識調査』 

 
 
＜調査⽅法＞ 
対象：全国1000⼈を対象に18〜69歳および70代以上男⼥で10代刻み 
地域：すべての都道府県 
⽅法：グリーンピース‧ジャパンが楽天インサイト株式会社に委託してオンラインで実施 
時期：2025年7⽉15⽇（⽕）〜2025年7⽉17⽇（⽊） 
有効回答数：1000⼈ 
 
 
＜調査結果＞ 
 

1. プラスチックの健康への悪影響について、どの程度懸念しているか聞いたところ、「あ
る程度⼼配」と答えた⼈が最多の39.1%で、「⾮常に⼼配」17.1%と合わせると、⼼配
している⼈は合計56.2%となった。⼀⽅、「どちらともいえない」と答えた⼈も21.2%
いた。 

                 

 
 

2. プラスチックの気候変動への影響について、どの程度懸念しているか聞いたところ、
「ある程度⼼配」と答えた⼈が最多の41.3%で、「⾮常に⼼配」18.1%と合わせると、
⼼配している⼈は合計59.4%となった。⼀⽅、「どちらともいえない」と答えた⼈も
22.1%いた。 

 

 
 
 
 

 

 



 

3. プラスチックごみによる⽣物多様性‧汚染への影響について、どの程度懸念しているか
聞いたところ、「ある程度⼼配」と答えた⼈が最多の42.9%で、「⾮常に⼼配」25.8%
と合わせると、⼼配している⼈は合計68.7%となり、「特に⼼配していない」6.9%、
「まったく⼼配していない」7.1%を⼤きく上回った。 
 

 
 

 
4. 世界的なプラスチック汚染問題について誰が責任を負うべきだと思うか聞いたところ

（複数回答可）、「プラスチック製品を製造‧販売する企業」と答えた⼈が最多の43%
で、「プラスチック製品を購⼊‧使⽤‧廃棄している消費者」41%よりわずかに多かっ
た。次いで「政府や⾃治体」と答えた⼈が36.6%だった⼀⽅で、「わからない」と答え
た⼈も27.5%にのぼった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

5. 個⼈や家庭でプラスチックごみを減らす努⼒をすれば、プラスチック問題は解決できる
と思うか聞いたところ、「思う」と答えた⼈が34.9%で、「思わない」34.6%とほぼ同
じ割合だった。 

 
 

 
 

 
6. プラスチックの⽣産量が2050年までに約3倍増えると⾔われていることを背景に、プラ

スチックの世界⽣産量を削減するべきと思うか聞いたところ、「削減するべきだとある
程度思う」が39.1%で、「削減するべきだと強く思う」29.7%と合わせると、削減する
べきだと思う⼈は合計68.8%となり、「削減するべきだとあまり思わない」4.3%、「削
減するべきだとまったく思わない」3.8%を⼤きく上回った。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

7. 現在、プラスチック汚染を終わらせるために国際条約を策定する会議が⾏われているこ
とを知っているか聞いたところ、「まったく知らなかった」と答えた⼈が最多の53.3%
、次いで「詳しく知らないが聞いたことはある」が40.9%となり、⼤多数の⼈が同会議
について詳しく知らないことが分かった。 

 

 
 
 

 
 

8. 国際プラスチック条約の実現は、どの程度重要だと思うか聞いたところ、「ある程度重
要」が41.8%で、「⾮常に重要」29.2%と合わせると、重要だと思う⼈は合計71%とな
り、「あまり重要ではない」4%、「まったく重要ではない」4.1%を⼤きく上回った。 
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